










結果 

1.出生時に母と児が対面している方の群が,児が母を認知する時期が早く,母親の児に対す

る不安も少なかった。 

2.早期に児に触れた母ほど早く児を「かわいい」と思うようになる傾向が認められた。ま

た母と児の面会回数が多いほど,母はより早期に児を「かわいい」と思うようになる。 

3.母乳を与えた母は,全然与えない母より,児を「かわいい」と感じた時期が早かった。 

 以上の結果から,NICU 入院児については,出来るだけ早期から,出来るだけ頻繁に,母児

間の接触の機会を与え,出来れば母乳で育てることが,良好な母子関係の形成には必要であ

ろうと思われた。 


